
１ はじめに

調査の経緯 藤原宮大極殿院・朝堂院地区における再発
掘の８回目で、主な調査対象は朝堂院東第六堂である。

こうらくどう

平安宮に関わる史料によれば、東第六堂は「康楽堂」と
みん ぶ しょう しゅけいりょう

呼ばれ、民政・租税徴収などを掌った民部省・主計寮・
しゅぜいりょう

主税寮の官人の座が設けられていた。
東第六堂は日本古文化研究所（以下、古文化研）が、１９３７

～３８年に部分的な発掘調査を実施しており、桁行１２間・
梁行４間の東西棟総柱建物と報告している。だが奈良文
化財研究所が近年おこなってきた東第一堂・東第二堂・
東第三堂の再発掘調査では、いずれも古文化研の報告と
は異なる成果を得ている（『紀要２００１』『同２００３』『同２００４』
『同２００５』）。そこで今回の調査では、古文化研の調査成
果を再検証するとともに、東第六堂の細部の構造をより
詳しく明らかにするため、東第六堂の全体と東第四堂の
西縁部南半を含む、南北３１�、東西６６～６７�、面積２０６２
�の調査区を設定した。このように藤原宮の朝堂の建物
全体を発掘するのは、今回が初めてである。
本調査は、発掘面積の関係上、秋・春・夏の３班があ

たった。まず秋班が、２００４年１０月１５日から１２月２４日にか
けて、調査区東半（南北３１�、東西３７～３８�、面積約１１６３�）
の上層遺構を中心に平面検出をおこなった。つぎに春班
が、２００５年４月１日から７月１日にかけて、調査区西半
（南北３１�、東西２９�、面積約８９９�）の上層遺構を中心に平
面検出をおこなった。最後に夏班が、２００５年７月５日か
ら１１月１７日にかけて、調査区全体の平面検出・実測・断
ち割り調査を実施した。
基本層序 基壇内部と基壇外周部で若干異なる。
基壇内部では、Ⅰ．表土・耕土・床土（厚さ３５～５０�）、

Ⅱ．藤原宮以後の堆積土（厚さ５�）、Ⅲ．東第六堂の基
壇土・整地土（厚さ１５～３０�）、Ⅳ．藤原宮以前の堆積土
もしくは地山となる。遺構検出は、まずⅡ層上面でおこ
ない、古文化研の調査区、中世以降の素掘小溝、平安期
の建物・溝・土坑・井戸などを検出した。ついで、平安
期の遺構を極力残しつつ、Ⅱ層を除去して、礎石抜取穴
や据付掘形などを検出した。その後、一部断ち割り調査
を実施し、基壇の築成状況や礎石据付掘形の規模などを

確かめ、同時に下層遺構の検出をおこなった。
基壇外周部では、Ⅰ．表土・耕土・床土（厚さ５０～８０

�）、Ⅱ．藤原宮以後の堆積土（厚さ５～２０�）、Ⅲ．東第
六堂周辺の礫敷き（厚さ５�）、Ⅳ．藤原宮期の整地土（厚
さ１０～４５�）、Ⅴ．藤原宮以前の堆積土もしくは地山とな
る。遺構検出はⅡ層上面でおこない、古文化研の調査
区、中世以降の素掘小溝、平安期の溝、Ⅱの一部である
藤原宮廃絶後の瓦堆積を検出した。藤原宮廃絶後の瓦堆
積は数回に及ぶ攪乱を受けており、それらを層位的に順
次除去して、藤原宮期の礫敷きを検出した。その後、一
部断ち割り調査を実施し、下層の遺構を確かめる過程に
おいて、Ⅳ層が上層・下層の２層に大別されること、下
層の整地土面から掘り込まれた溝・土坑が存在すること
が判明した。これらの造営期の遺構は、上層整地土によ
って覆われる。そこで、調査区西半部を中心にⅢ・Ⅳ層
を除去して、藤原宮造営に関わる遺構を検出した。

２ 検出遺構

藤原宮以前の遺構
下層掘立柱建物 東第六堂の基壇土・整地土の断ち割り
調査を進める過程で、東第六堂に先行する掘立柱の柱穴
を１０基確認した。最もまとまるのが、後述する�列・⑧
列の間の南北断ち割りで検出した７基の柱穴である（図
６４。最北の１基を除く）。１辺７０�前後・深さ４０～７５�の規
模で、ほぼ正方位にのることから、藤原宮造営以前の
「新城」段階の建物となる可能性がある。うち２基は重
複関係にあり、最低２時期の建物が想定できる。SB
１０２４０は南北３間分を検出し、柱間寸法は北２間が約２．４
�等間、南１間分が２．７�である。SB１０２４１は南北２間分
を検出し、柱間寸法は１．９�等間で、SB１０２４０より新し
い。残り３基の柱穴は、C筋⑤列付近、C筋⑥列付近、⑪
列南延長部において、それぞれ断ち割り調査によって検
出した。順に１辺８０�・深さ３０�、１辺５０�・深さ４５�、
１辺７０�・深さ４０�の規模である。
このほか、調査区西北隅部で弥生時代頃とみられる窪

みや遺物包含層を検出し、また藤原宮造営直前期におけ
る旧地形の窪みを複数の箇所で確認した。
東第六堂SB１０２００の関連遺構

東第六堂SB１０２００は、古文化研の調査でも想定された
ように、桁行１２間・梁行４間の東西棟建物として復元で

朝堂院東第六堂の調査
�第１３６次

52 奈文研紀要 ２００６



きる。東南隅の柱を起点に、桁行方向は西に向って①～
⑬、梁行方向は北に向ってA～Eの番号を付して、柱の位
置を示すことにする。以下、造営から解体までの段階ご
とに遺構説明をおこないたい。
第１次整地 造営の第１段階として、土地の凹凸をなら
すための整地作業がなされた。局所的に実施した断ち割
り調査の所見によると、厚さは最大４０�に及ぶが、まっ
たくないところもあり、旧地表面の高いところでは逆に
削平したことも考えられる。前述の下層掘立柱建物が形
成された場所は旧地表面の高かった場所であり、柱穴の
残存深さから、当時の地表面が削平された可能性もあ
る。第１次整地土は、東第六堂基壇予定地とその周辺域
を中心になされ、基壇予定地から遠く離れた場所では、
旧地形の窪みがそのまま残された場所もあった。
溝の掘削 第１次整地の後、東第六堂基壇予定地の周辺
をめぐるように、幅５０�前後の溝SD１０２０２～１０２０５が掘
削された。東第四堂の西側にも溝SD１０２０１が掘削された
（図６１）。
東第四堂西側の南北溝SD１０２０１は、調査区北側に設け

た土層観察を兼ねた東西排水溝で検出した。SD１０２０１の
規模を明らかにするためには、藤原宮期の遺構を一部破
壊する必要があり、それは将来に期待される東第四堂の
調査に委ねることとした。ただし、調査区東側に設けた
南北排水路において、部分的にSD１０２０１の堆積土が認め
られたことから、東西溝SD１０２０２との合流点まで伸びて
いたことはほぼ確実である。SD１０２０１とSD１０２０３との推
定心々間距離は約４．５�。
東第六堂南側の東西溝SD１０２０２は、東第六堂の南側柱

筋（A筋）から南４．８�前後に溝心を置き、北側の東西溝
SD１０２０４は北側柱筋（E筋）から約５．９�北に離れた場所

に溝心を置く。東側の南北溝SD１０２０３、西側の南北溝SD
１０２０５は、東第六堂の東西端（①列・⑬列）から約３．９�の
位置に溝心がある。これらの溝は全体として東第六堂を
大きく囲繞する形に設定されているが、各溝はさらに外
方に向かって続いている。北側SD１０２０４は、東に延びて
SD１０２０１とT字形に接続し、また西端の約０．９�東で南北
溝SD１０２１０と接続する。南側の溝SD１０２０２は、西端で西
側の溝SD１０２０５と十字形に交差し、東端では東第四堂西
のSD１０２０１に接続したとみられる。このほか、SD１０２０１
とSD１０２０３を連結するように、東西溝SD１０２０９が設けら
れている。SD１０２０９は北側の溝SD１０２０４から南約６．７�に
溝心を置く。また、調査区東側に設けた南北排水路の西
壁で土坑SK１０２０６～１０２０８を検出しており、SD１０２０１・
SD１０２０３と連結していた可能性もある。
各溝の幅・深さは、同じ溝であっても場所によってか

なりの違いがあるが、総じて幅に対して深いという特徴
を示す。たとえばd地点では溝幅が４９�、深さが５４�あ
り、断面は逆台形を呈する。多くの事例では、溝底付近
に木屑や角の尖った大型の瓦片が堆積し、最終的には人
為的に土砂を投じて埋め立てている。流水を示す砂堆積
はほとんど認められなかった。後述するように、これら
の溝を埋めた後に建物基壇周辺の礫敷舗装が施されてい
るが、溝内の埋土が沈下したために、多くの場所で、礫
敷面の該当位置が浅い溝状に窪んでいた。
これらの溝は東第六堂・東第四堂を造営するために掘

削され、最終的に埋め立てられた溝である。溝の上端
（溝肩）と溝底の標高は図６１に示したとおりである。排水
路として使用したとすれば、大きく南から北方向へ、東
から西方向へ流下していたと想定される。この流下方向
は藤原宮全体の地形に沿ったものでもある。

SD１０２１０ SD１０２０１

i

SD１０２０４SD１０２０５ SD
１０２０９

SD１０２０３SD１０２０２

図６１ 東第六堂をめぐる造営期の溝 １：４００
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図６３ 西縁部の状況（北から） 図６４ 下層掘立柱建物（北から）
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また、溝底の標高が最も高いのがc地点の７３．０２�、溝
肩が最も低いのが�・ｎ地点の７３．２５�であるので、溢
れさせず、また溝底を露出させることなく、一様に水を
溜めることができる。この水平面を利用して計測するこ
とにより、基壇面あるいは礎石上面の水平性を定めた可
能性も考えられるであろう。
基壇の築成 前記の溝を掘削した後、東第六堂の基壇が
築成される。�列と⑧列の間でおこなった南北方向の断
ち割りや、C筋東半でおこなった東西方向の断ち割りな
どの所見によると、最大厚さ１５�の整地をおこなった
後、厚さ２�ぐらいの単位で土を盛っている。その際、
局所的に大量の石を入れて補強をおこなっている。これ
らの石は基壇築成土のいくつかの段階で入れられてお
り、その場所には特段の規則性は認めがたい。ただし、
遺構検出をおこなった現基壇土の最上層では、南北間の
柱筋に集中する傾向をみせているので、柱位置を念頭に
おいて入れられた可能性も考えられる。
基礎の施工 基壇を築成した後、計５４ヵ所で礎石据付掘
形が設けられている。検出した礎石据付掘形は不整円形
をなしており、最大で直径２�・深さ０．４�である。掘形
の底部に栗石を密に敷き、その上に礎石下面の形状にあ
わせるように、径２０～４０�ほどの川原石を二～三重に積
み上げている。これら根固めの石は概して良好な残存状
況を示している（図６６）が、礎石据付掘形そのものについ
ては、穴底がかろうじて残っているにすぎないものも存
在し、A⑧のように完全に削平されたものもある。A�
・E�では、もともとの地盤が軟弱であったためか、掘
形は比較的深く掘られており、石の量もとりわけ多く、
掘形の内壁にめり込んだ状況を示していた。
棟通りにあたるC筋では、東西妻にあたる�列と�列

を除いて礎石据付掘形の存在を確かめることはできなか
った。前述のとおり、南北の柱筋の基壇築成土には石が
集中するが、これらは礎石据付掘形内に入れられたもの
ではない。古文化研はC筋にも礎石据付掘形が存在した
と報告するが、基壇土中の石を誤認したものと考えられ
る。しかし、東第二堂・東第三堂の調査では、棟通りで
小型な礎石据付掘形を検出しているので、東第六堂に存
在しなかったと言い切ることは難しい。棟通り以外の礎
石据付掘形でも、わずかに穴底が残存するにすぎないも
のや完全に削平されているものがある以上、掘形が浅か

っため削平された可能性も残るからである。
さて、礎石は原位置を保つものはなく、後世に穴を掘

って落とし込まれたものが２基存在するにすぎない。A
③の南約３�の地点に落とし込まれた礎石は、１辺９５×
８４�の上面が平滑に整形されている。下面は円錐形状を
なし、高さは８３�である。もうひとつの礎石は、A⑧とB
⑧のほぼ真ん中に棄て込まれていた。風化が進み、一部
破損しているため正確な規模は不明であるが、現状では
上面が１０４×７６�、高さが６０�である。上面はほぼ水平を
なすが、風化の影響のためか、あまり滑らかとはいいが
たい。礎石は２基ともに片麻状花崗閃緑石である。いず
れも柱座などの造り出しはない。
基壇外周部の整備 建物がある程度完成すると、基壇外
周部の整備がおこなわれる。その際、（１）基壇外装の施
工、（２）基壇外周部をめぐる溝などの埋め立て、（３）基
壇外周部全体の最終的な整地、（４）礫敷きの敷設、とい
う順序をたどった。このうち（２）→（３）→（４）という順番
は層位的に確認できるが、（１）はこれらの作業と前後し
てなされたとも考えられる。
まず（１）について、基壇の北縁部・南縁部で、基壇側

面が角度６０～７０度程の傾斜面となっている状況が確認さ
れた。（３）段階の最終整地土がこの傾斜面の裾部分に重
なっているので、後世の削平によるものではない。これ
は基壇外装もしくは基壇縁辺部の施工のため、基壇築成
土をカットして形づくったものと考えられる。基壇端の
上縁辺は、東第六堂の外側柱筋（A・E筋）の心からそれ
ぞれ約１．５�外側に位置する。なお、基壇の東縁部・西縁
部の状況は、後世による削平のため不明である。ただし
西縁部は、後述の南北溝SD１０２８１よりも内側であること
はほぼ確実であるので、西妻にあたる⑬列の心から２．５
�未満の位置に求めることができる。
基壇外装については、凝灰岩などの切石が使用されて

いた形跡はまったく認めることはできなかった。また、
玉石や磚・瓦などを積み上げて外装したことを示す痕跡
も存在しなかった。なお、北縁部の東側では、径１０～２０
�の石が東西方向に並ぶ場所が２ヵ所あった（図６５）。し
かしこれらの石列は外面をそろえてはいない。仮に玉石
積みであれば、他所でも抜き取った痕跡が認められてし
かるべきであるが、それらは検出できなかった。南縁部
の西端に近い場所では、後世の削平によって基壇土が多
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く失われていたが、基壇縁よりも少し内側で、石がやや
乱雑に入れられていた。こうした点も踏まえて考えるな
らば、土留めなどの機能をもたせて据えられた石列と解
釈するのが穏当であろう。基壇築成土内には石が多く入
れられていたが、とくに基壇縁辺部では多用されたと考
えられるのである。こうした石は基壇土を積み上げると
きの目印としても機能した可能性がある。
（２）について、基壇外周部には、建設の最終段階まで
旧地形の窪みが一部残されていた。これら旧地形の窪み
や、造営期に掘削された溝は、造営で生じた廃材（瓦・木
屑など）を投棄した上で埋められている。また、それとは
別に複数の土坑（SK１０２６０～１０２６９）を新たに掘って、廃材
を棄てている。
その後、（３）外周部の全体に最終整地がなされるが、

調査区の北側では少し時間差があったことが判明した。
すなわち、最終整地土の直下には粗砂・小礫層が広がっ
ていたのである。これらの層は、短期間の流水ないし帯
水に起因する堆積の粗砂を主体とするが、場所によって
は意図的に入れられたとみられる小礫も含まれている。
この粗砂・小礫層は造営期の溝の上層を覆うような形で
認められ、また基壇縁の立ち上がりにそって堆積した状
況も示しているので、造営の最終段階に近い時期のもの
である。これらの粗砂・小礫層を覆うように、最終的な
整地が施されるが、最も厚いところでは約１０�である。
最終整地の後、（４）礫敷舗装SF１０２８０がなされた。礫

敷の上層は摩耗した小型の瓦片と混然となっており、造
営当初の姿を示してはいないが、下層では最終整地土に
しっかりと礫が固定されており、ほぼ原状をとどめてい
るとみてよい。礫敷舗装は、基壇縁底部の４０～５０�外側
から始まっており、その縁辺はほぼ直線状になっている
（図６５）。この事実は、東第六堂の建物形態を考える際に
重要な手がかりを与えてくれる（後述）。
なお、東第六堂の西北隅の西側では、礫敷舗装をする

前に幅１．５�・深さ１０�の東西石列SX１０２７０を設けてい
る。これは東第六堂の西妻（⑬列）から西２．５�、北側柱
（E筋）から北２．４�の地点にはじまり、西側へ延びる。当
該位置の東延長部・南延長部では、造成時に浅い小規模
な溝SD１０２８１・１０２８２（幅１０～６５�。深さ５�）が形成され
ており、水が集まりやすいことを考えると、SX１０２７０は
暗渠であった可能性が高い。

基壇高 礫敷きは藤原宮期の地表面に相当するが、その
最高標高は、調査区東北部で約７３．４７�、西北部で約
７３．４３�、東南部で約７３．５８�、西南部で約７３．５５�であ
り、かなり水平性が確保されていたことがわかる。礎石
据付掘形内の根石のうち最も高い部分は、北側のE筋東
半で約７３．６９�、E筋西半で約７３．７０�、南側のA筋東半で
約７３．８１�、A筋西半で約７３．７８�を計る。礎石の厚み
は、前述のとおり、８３�と６０�の２つが知られている。
前者は礎石下面の形が円錐形状をなしているが、後者は
そうなっておらず、それが厚みの違いとなって現れてい
ると考えられる。これらの点を総合的に判断して、基壇
高は１�未満とみて間違いなかろう。
解体時の状況 基壇外周部において、平城遷都時の建物
解体にともなって廃棄されたとみられる大量の瓦堆積を
検出した。瓦片の大半は摩耗による丸みを帯びたもの
で、大型片は比較的少ない。瓦堆積は幾層にもわたり、
度重なる攪乱を受けているが、最下層の瓦堆積は東第六
堂解体時の原位置をほぼ保つとみられる。とりわけ北縁
部の東側では極めて良好な遺存状況を示しており、基壇
縁の傾斜に沿うような堆積状況を示していた。
東第六堂の形態 以上の事実をもとに、東第六堂の形態
を復元したい。検出した礎石据付掘形の位置から、桁行
１２間・梁行４間の東西棟切妻造、瓦葺礎石建物であるこ
とがわかる。①～⑬列の心々間距離は４９．３�を計り、こ
れは１６８尺（桁行１２間×１４尺）に相当すると考えられるの
で、１尺＝２９．３５�という数字が得られる。この数値をも
とに、A～E筋の梁行寸法を考えると、総長は古文化研の
想定した４０尺（梁行４間×１０尺）とはしがたく、３８尺（１１．２
�）とみるのが妥当であろう。すなわち、身舎の梁行寸
法は１０尺等間、南北両廂各９尺と復元することができ
る。
棟通りには、東西妻部分を除いて、礎石を据え付けた

形跡は認められなかった。だが東第二堂・東第三堂の調
査では、棟通りで小規模の床束と考えられる礎石の据付
掘形を検出しているので、東第六堂に存在しなかったと
言い切ることは難しい。棟通り以外の礎石据付掘形でも、
わずかに穴底が残存するにすぎないものなどがある以
上、削平された可能性は十分に考えられるからである。
基壇外装については、基壇縁が全体的に良好な遺存状

況を示していたにもかかわらず、凝灰岩切石・玉石・磚
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・瓦などを使用した形跡は確認できなかった。同様のこ
とは東第二堂・東第三堂に関してもいえる。消極的な理
由によることになるが、基壇外装が特に施されなかった
可能性、痕跡を残しにくい木製基壇であった可能性、こ
の２つが考えられるのではなかろうか。前者の場合、い
わゆる亀腹状の基壇縁ということになるが、基壇縁辺部
をカットした痕跡があることから、一定の整備がなされ
ていたことは認めなければならない。後者については、
藤原宮よりも古い前期難波宮の朝堂でも木製基壇であっ
た可能性が指摘されている（植木久「前期難波宮遺構にみる
建築的特色」『大阪市文化財協会紀要』第２号、１９９９年）。また、
舒明天皇の発願による百済大寺（吉備池廃寺）でも、巨大
な金堂・塔が木製基壇であったことが推定されており
（奈文研『吉備池廃寺発掘調査報告書』２００３年）、７世紀には
それなりに一般的であったようである。それらの類例と
構造がまったく同じであったとはいえないが、藤原宮の
朝堂が木製基壇であったとしても特に異常な状況である
とはいえまい。
この問題とも密接に関わるのが、基壇縁に沿って礫敷

のない帯状の部分が存在するという事実である。これが
雨落溝にあたらないことは、軒の出としては２�未満と
狭すぎること、明瞭な流水痕跡を示さないことから、ほ
ぼ間違いない。この帯状の空白部分は、その外側の礫敷
面との歴然とした違いを考慮すれば、傾斜した側面をも
つ土壇とともに、何らかの施設で外に顕れないように閉
塞されていたとみることができる。そう考えた場合、帯
状の部分には、たとえば壇上積基壇にみられる地覆石や
延石に相当するものが設置されたことが想定されるが、
前述のように、切石積・乱積積・瓦積基壇であった可能
性はない。
そこで想定されるのが、地覆石あるいは延石に相当す

る木材をここに据え置いて、羽目石や床石に相当する板
材を立てて土壇を覆うという構造の木製基壇である。こ
の木製基壇についても様々な形態のものが想定される
が、前述のように東第六堂が床張建物であったとみてよ
いとすれば、それに対応して縁が張り出していた可能性
が高い。したがって、その場合には、築成された基壇そ
のものは、側縁を一種の亀腹状につくった土壇であった
とみてもよいのではなかろうか。
なお、東第六堂に登壇するための階段については、基

壇周囲の礫敷の様相の中に、階段の出の形跡を認めるこ
とはできない。移動式の仮設の施設であったのか、基壇
の内側にくり込まれた構造であったのか、現在得られた
遺構情報だけではつまびらかにしがたい。
平安時代の遺構

調査区の東側を中心に、東第六堂廃絶後に建てられた
掘立柱建物・塀を検出した。その周囲には溝や土坑など
が存在し、９世紀頃とみられる土器が多数出土したの
で、その時期の遺構とみられる。なお調査区の西縁部で
は、中世の瓦器が少量だけ出土している。建物や塀の配
置などから、９世紀頃に東第六堂の基壇の高まりを利用
して、屋敷地が営まれていたことが考えられる。
区画塀 屋敷地の内と外を画する塀を３条検出した。東
西塀SA１０２３１は東第六堂の基壇北縁にほぼ沿っており、
そのすぐ北側には東西溝SD１０２２１が存在する。１１間分を
検出し、柱間寸法は概ね２．２�等間であるが、東端のみ約
３�と広い。これと逆L字形に取り付くのが、南北塀SA
１０２３０である。東第六堂の基壇東縁から約８�内側に位
置する。基壇の東約４�分は削平されており、そこには
南北溝SD１０２２０が存在する。SA１０２３０は６間分を検出
し、柱間寸法は概ね２．２�等間であるが、南端のみ１．６�
と狭い。南北塀SA１０２２５はSA１０２３０の東約３．７�に位置す
る。部分的な検出にとどまったが、SA１０２３０とほぼ同じ
柱間寸法をとる。SA１０２２５はSD１０２２０と一部重複し、そ
れよりも古いので、SA１０２３０に先行する塀と考えられ
る。これら塀の掘形の規模は径３０～４０�・深さ約４０�
で、柱穴のうち４基には径１５�ほどの柱根が残る。
掘立柱建物 塀SA１０２３０・１０２３１の内側で、掘立柱建物を
４棟検出した。SB１０２３５は桁行５間（総長約１０．３�）・梁行
２間（約４．０�）の東西棟建物で、西３間分（約６．２�）に南
廂（約１．５�）がついている。SB１０２３６は桁行６間（約１２．８
�）・梁行２間（約３．３�）の東西棟建物。SB１０２３７は桁行
４間（約８．４�）・梁行２間（約４．８�）の東西棟建物。SB
１０２３８は桁行６間（約１３．２�）・梁行２間（約５．８�）の東西
棟建物。このうちSB１０２３５～１０２３７は位置的に同時併存す
ることはありえないので、最低３時期に分けられる。た
だし、柱穴どうしに重複関係はないので、前後関係は不
明である。これらの小柱穴は掘形の径が３０～４０�・深さ
２０～４０�で、炭混じりの暗灰色粘質土を埋土とするもの
が多い。穴底に礎板として使用した小石や瓦の入る柱穴
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が複数ある。大半は柱根が残存せず、抜き取られた痕跡
を示していた。
一方、SA１０２３０・１０２３１と重複し、それより古いのが、

桁行３間（約５．７�）・梁行２間（約３．８�）の南北棟建物SB
１０２２７である。柱穴は直径５０～６０�で、前述の建物よりも
大型であるが、残存深さは約２５�と比較的浅い。SA
１０２２５と同時併存の可能性もある。
このほかにも、調査区の東半を中心に多数の小柱穴が

存在しており、さらに複数の建物があったとみられる。
屋敷地周囲の溝 東西塀SA１０２３１のすぐ北に位置する東
西溝SD１０２２１は、幅約５�・深さ２０�。基壇の外側に投
棄された瓦を南北に寄せてつくった幅の広い、全長約４８
�に及ぶ溝である。この溝の最下層の粗砂層からは土馬
がまとまって出土した。土馬はいずれも脚や首などが意
図的に折られた状態で出土しており、水辺の祭祀で使用
されたと考えられる。溝内からは９世紀頃の土器や、皇
朝十二銭の６番目の「隆平永宝」（延暦１５年〈７９６〉初鋳）、
８番目の「承和昌宝」（承和２年〈８３５〉初鋳）が１枚ずつ出
土している。南北溝SD１０２２０はSD１０２２１の東端に接合す
る溝で、幅約２�・深さ約１５�。このほか、東第六堂基
壇跡外周部の南側と西側にも溝があるが、時期を異にす
る複数の溝などが重なりあっており、明確なプランとし
ては認識できなかった。西側ではかなりの流水痕跡を示
す粗砂層の堆積が認められ、基壇の西縁もかなり削平を
被っている。
土坑 A⑫・B⑫の間やや東寄りの位置に、直径１．１�・
深さ６５�の土坑SK１０２５１が存在する。東三堂の調査でこ
れよりも小型の曲物を伴う井戸を検出していること、青
灰粗砂の地山を掘り込んでおり、水がわきやすい環境に
あることから、井戸の可能性もある。
東第六堂基壇土の西北部を中心に、南北に長い土坑が

６基検出された（SK１０２４５～１０２５０）。大きさは大小様々で
あるが、平面プランに比して、深いという特徴をもつ。
そのひとつSK１０２４８は、長さ２．６�・幅１．２�・深さ０．７
�である。やや小型のSK１０２４７を除いて、東西に４～５
�間隔で並ぶ。遺物は瓦が含まれるのみ。これらの土坑
の近辺には建物の柱穴がほとんど存在しておらず、屋敷
地内の空間利用との関連でその性格を考えていく必要が
あるが、詳細は不明である。
瓦を盛り上げた通路 以上のとおり、基壇跡の高まりを
利用して屋敷地が営まれたが、同様の屋敷地は東第三堂
の調査でも検出されている。おそらく東第四堂・東第五
堂のあった場所にも、屋敷地が存在した可能性がある。
そのように推測するのは、瓦を盛り上げた幅の広い帯状
の高まりが存在しており、屋敷地同士を結ぶための通路
として利用されたことが考えられるからである。南北通
路SX１０２１５は幅３～５�で、北に向かって若干東に振る
が、ほぼ東第六堂の西妻にあたる場所と重なり、東第五
堂の旧基壇の高まりへと続くものである。SX１０２１５はSD
１０２２１を遮断した後、東西通路SX１０２１６とT字形に取り付
く。一方、東第四堂の旧基壇の高まりに延びている可能
性があるのが、幅２．５～３�の東西通路SX１０２１２であり、
途中で南北通路SX１０２１１と接続する。 （市 大樹）

３ 出土遺物

瓦 類 コンテナ約４０００箱分出土した。藤原宮跡の調査
では、過去最大の出土量である。今回はおおよその集計
が終わった軒瓦について報告する。軒丸瓦は、６型式１５
種３０２点、軒平瓦は、８型式１４種２８９点ある（表１２）。
東第六堂基壇周辺の軒瓦は、そのほとんどが調査区北

側の瓦堆積から出土しており、高台・峰寺瓦窯産６２７３B
－６６４１Eのセットが最も多く、次いで安養寺瓦窯産６２８１
A－６６４１C、内山瓦窯産６２８１B－６６４１Fと続く。したがっ
て、これら３つのセットが東第六堂の所用軒瓦と考えら
れる。そのほかには、６２７３Cの出土が目立つ。
朝堂院の所用軒瓦は、東第一堂・第二堂が６２８１Ａ－

６６４１Ｃ、６２８１Ｂ－６６４１Ｆ、東第三堂が６２８１Ａ－６６４１Ｃ、
６２８１Ｂ－６６４１Ｆ、６２７３Ｂ・Ｃ－６６４１Ｅと判明している

基壇周辺部
軒丸瓦

型式 種 点数 型式 種 点数
６２３３ Ac １ D ７

Ba ２ N １
６２７１ A １ ６２７９ Aa １
６２７３ A ８ Ab １２

B １２６ ６２８１ A ７６
C ４６ B ３５

６２７５ A １３ 不明 ７
B ６
C １ 合計 ３４３

軒平瓦
型式 種 点数 型式 種 点数
６５６１ A １ ６６４３ B ６
６６４１ Aa １ C ３

Ab ８ ６６４７ Ca ２
C ８１ D ２
E ９８ ６６６３ I １
F ８４ ６６９１ F １
N １ 四重弧 ２

６６４２ A ６ 不明 ９
C ７ 合計 ３１３

造営期の溝
軒丸瓦 軒平瓦

型式 種 点数 型式 種 点数
６２７３ B ４ ６６４１ Ab ３

C １ C ７
６２７５ D １ E ６
６２８１ A ２ F １２

B ３ ６６４２ A １
C ２

６６４３ B ３
C １

合計 １１ 合計 ３５

表１２ 第１３６次調査出土軒瓦集計
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（『紀要２００１』『同２００４』『同２００５』）。したがって、東第六堂
の所用軒瓦は東第三堂と共通するといえるが、東第三堂
に比べて、６２７３Ｂ－６６４１Ｅの出土量が圧倒的に多いのが
特徴的である。６２７３Ｂ－６６４１Ｅは、大極殿所用と考えら
れている軒瓦である。この軒瓦が朝堂で最も南に位置す
る東第六堂で多く出土することは、大極殿と朝堂院の造
営過程を考える上で重要である。
また、東第六堂造営期の溝からも多くの瓦類が出土し

ている。軒瓦は特に東側に集中し、その様相は、東第六
堂所用軒瓦と共通する部分も多いものの、６６４２・６６４３型
式が若干目立つ。さらに６６４１Abが３点出土した。６６４１
Abは６６４１Aaの下外区鋸歯文を彫り削って圏線のみにな
ったものである。したがって６６４１Aaは、東第六堂の造営
期には改笵され、下外区鋸歯文のない崩れた文様の６６４１
Abが造営当初から使用されていた可能性がある。
さらに今回の調査では、凹面に内山瓦窯産の窯印であ

る、「十」のヘラ書きのある６６４１Fが２５点出土した。この
量は、出土した６６４１F全体の約１／３を占める。これまで
の藤原宮の調査の中で、窯印をもつ６６４１Fのまとまった
出土例はなく、東第六堂造営段階での内山瓦窯の時期的
な様相を示しているといえる。
最後に、藤原宮の瓦で新たな知見が２点得られたので

あげておく。ひとつは、６６４１Eの中に、凹面に糸切り痕を
残す、粘土板桶巻作りの製品を確認できた点である。胎

土は、黒色クサリ礫を多く含み、高台・峰寺瓦窯産であ
ることは間違いない。これまで高台・峰寺瓦窯産の軒平
瓦は、全て粘土紐桶巻作りと考えられてきた。今回初め
て粘土板桶巻作りを確認したことは、高台・峰寺瓦窯の
瓦製作技法の系譜を検討する際の新たな材料として注目
できる。２点目は、６６４１Nの出土である。６６４１Nは藤原宮
跡、平城宮跡あわせてこれが３点目の出土であり、欠け
ていた文様の一部が判明した。 （石田由紀子）

土 器 弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、施釉陶
器、瓦器などが出土している。ここでは、まとまった出
土量のある東西溝SD１０２２１出土の資料（図６７）について概
要を報告する。時期は平安時代を中心とする。
土師器杯A（１・２）は口縁部を巻き込む。１は外面を

口縁部まで静止ケズリの後、荒いミガキを施す。内面は
ナデ。褐色。復元口径１７．６�。２は外面を口縁部まで静
止ケズリ。内面はナデ。明褐色。復元口径１８．２�。土師
器皿A（３）は口縁部を巻き込む。口縁部内外面は強いナ
デ。胴部外面に明瞭に指頭圧痕を残す。内面はナデ。赤
褐色。復元口径１７．０�、器高１．９�。土師器甕A（４）は球
形の胴部に巻き込む口縁をもつ。外面は縦方向のハケ
メ、内面は横方向のハケメ。褐色。復元口径２５．４�。土
師器羽釜（５・６）のうち、５はやや下方に開く鍔をも
つ。内外面共にナデ。胎土に赤色粒を含む。淡黄褐色。
復元口径１０．９�。６は水平に開く鍔をもつ。胴部外面は

０ ２０�

８１

４
９２

３
１０

５

７

６

１１

１３１２ １４ １５

図６７ 第１３６次出土土器 １：４
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粗いハケメ。内面はナデ。茶褐色。復元口径１２．４�。土
師器鉢（７）は垂直に立ち上がり、端部を内側につまみ出
す口縁をもつ。外面は縦方向のハケメ、内面は口縁部を
横方向のハケメをおこない、それ以下はナデ。胎土に大
粒の石粒を含む。褐色。復元口径２６．０�。類似する資料
が口縁部から３個体以上存在する。
黒色土器椀B（８・９）はA類。８の外面は横方向のナ

デの後上半部にミガキ。内面は丁寧なミガキ。外面茶褐
色。復元口径１７．０�。９は外面は横方向のナデ。内面は
丁寧なミガキ。外面茶褐色。黒色土器杯（１０）はB類。外
面は横方向のナデ。内面はナデの後、細いミガキ。黒色。
復元口径１１．８�。B類は他に小型壺、椀がある。
灰釉陶器椀（１１）は底部および高台部のみ残存のた

め、施釉の詳細は不明。見込み部に灰釉の飛沫が付着。
須恵器杯B（１２）は杯部内外面ともに回転ナデ。外面暗

灰色、内面灰白色。復元口径１０．９�、器高３．９�。須恵器
壺M（１３・１４）はともに胴下半部のみ残存。底部に回転
糸切痕跡を明瞭に残す。青灰色。１３の底部は段がついて
おり、意図した所よりも下方で切り離す。須恵器鉢
（１５）は短く屈曲する口縁部をもつ。胴部外面の上半お
よび内面は回転ナデ。外部下半部は回転ケズリ。外面黒
灰色、内面明青灰色。復元口径１９．０�。 （金田明大）

土 馬 合計５５点出土。全体の９４．５％にあたる５２点が東
西溝SD１０２２１の最下層付近からの出土であり、基本的に
は一括資料群としてとらえられる。甘樫丘北麓の平吉遺
跡のように８０点以上が出土した例もあるが、通常、飛鳥
・藤原地域では一遺跡当たりでも１０点以下であり、一遺
構としては極めて多い出土量である。遺存部位別に見る
と胴部のみあるいはそれに脚部・尾部のいずれかを遺存
する資料２８点、脚部２１点、尾部３点、頚部２点、頭部１
点となり、完形資料はない（図６８）。
１は出土資料中、最大の資料。平面形状三角形の厚手

の粘土板を二つ折りにして胴部から尾部を作出し、その
後全体にナデ調整を施す。そのために断面形状は逆U字
形を呈する。脚部は前後左右に開くが、他に比較して尾
の立ち方が弱い。強いナデによる鞍の表現が認められ

る。色調は鈍い橙色で、焼成はやや軟弱。２も比較的大
型の土馬。脚部は前後左右に開き、尾も後上方向に立
つ。１に比べて脚が太いが、胴部は扁平。鞍の表現は認
められない。色調は黄橙色。焼成は極めて軟弱である。
３は小型の資料。脚部は前後に大きく開き、尾も後上方
にまっすぐ立つ。頚部は他の部位に比べて短く太い。色
調は鈍い橙色で、焼成は良好。胎土に砂粒を多く含む。
全体の形態的特徴を述べると、脚部は前後左右にやや

開き、ほとんどの尾はまっすぐ斜め後方に立つ。頭部
は、円形の粘土板を二つ折りに頚部に挟み込み、三日月
形を呈する。胴部～尾部の断面形状は、楕円形又は逆Ｕ
字形であり、後者の割合が高い。１のような例外もある
が、ナデなどによる鞍表現はない。全長・通高の推定値
は、ともに１４�前後だが、３のようにより小型の資料も
ある。これらの諸特徴は、長岡京域出土の土馬の諸特徴
と一致しており（木村泰彦「乙訓出土の土馬集成」『長岡古文
化論叢』同朋社出版、１９８６年）、その所属年代が、奈良時代末
～平安時代初頭であることを示す。 （渡辺丈彦）

その他 金属製品は、隆平永宝（７９６年初鋳）、承和昌宝
（８３５年初鋳）が１枚ずつ東西溝SD１０２２１から出土した。他
に銅製鋲１点、針金状の銅製品１点、穿孔をもつ銅薄板
２点がある。鋳造関係品は、羽口１１点、鉄滓１４点がある。
羽口はいずれも小片で、土師器高坏脚部の転用品を２点
含む。羽口はSD１０２２１から、鉄滓は瓦堆積中から多く出
土した。石製品は、砥石４点、碁石と思われる白色の小
円礫４点、弥生時代のサヌカイト剥片８点がある。木製
品は、曲物底板片３点、棒状品５点、板状品１点がある。
他に造営期の溝を中心に、大量の燃えさしと木器を加工
した際に生じる木端が出土した。その他、東第六堂の西
妻付近で牛馬の歯が８点出土したが、層位的には藤原宮
期よりも新しい。 （豊島直博）

４ 成果と課題

「新城」段階の建物 東第六堂の下層で、ほぼ正方位にの
る掘立柱建物を検出した。これらは藤原宮造営以前の
「新城」段階の建物群とみられる。東第六堂の遺構を保

３
１ ２

図６８ 第１３６次出土土馬 １：４
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全するため、部分的な検出にとどめざるを得なかった
が、少なくとも２時期分の建物が想定される。同様の下
層柱穴は、東第三堂の調査でも３基みつかっており、う
ち２基はやはり重複していた。また東第二堂の調査で
も、柱穴であるとは評価しなかったが、先行する土坑状
の遺構を複数検出しており、そのうちのいくつかは柱穴
であった可能性がある。これら東第二堂・東第三堂に存
在した下層柱穴（もしくは、その可能性のあるもの）は、基壇
外周部で検出したもので、大きく２層に分かれる整地土
の下層の上面から切り込み、上層の整地土によって覆わ
れるという共通性をもっている。今回の調査で検出した
１０基の下層柱穴は、宮以前の地形が高かった場所に存在
したものであった。そのため、第１次整地との前後関係
をおさえることはできなかったが、第１次整地が「新
城」造営に関わるものであった可能性を含めて、今後の
調査で明らかにしていく必要があろう。 （市）

「造営溝」の性格 今回、藤原宮朝堂の調査としては初め
て、外周部全体を広く調査することができ、東第六堂の
周囲にめぐらされた造営期の溝（以下「造営溝」）の全容を
明らかにすることができた。同様の性格をもつ溝は、朝
堂院地区の複数の箇所で検出されている（図６９）。今回の
調査で造営期の溝について、①排水路としての機能、②
水をはって建物の水準を得るための機能、の２つがあっ
たと想定したが、朝堂院全体で改めて検証してみたい。
①について。東第六堂の周囲の造営溝については、前

掲の図６１に示したように、南から北、東から西へ流れて
いたとみて不自然ではない。朝堂院全体でみると、「造
営溝」の底面の標高から考えて、東第一堂と東第二堂の
間に向かって水が流れたことがわかる。
朝堂の東半部での調査では、地盤となる造営以前の土

壌は、多くの場所で湿潤な状態であったことが明らかに
されており、朝堂建物造営に際して、湿気抜きの機能を
期した排水溝を設定したとみても問題はない。しかし、
そのような土壌であったとすれば、造営の途中、おそら
く朝堂建物の瓦葺き工程の終了後に完全に埋め立ててし
まい、しかも建物に伴う明確な雨落溝の形跡はなく、基
壇周囲の礫敷に雨水を受ける散水的な機能を想定しうる
程度の自然排水のありようであったことを考えると、排
水のみの機能をもっていたと理解すべきではなかろう。
②について。すでに述べたように、東第六堂に限って

みれば、水準溝としての機能を十分に想定しうるが、他
所ではどうであろうか。
東第二堂では東第六堂と同じように建物の四周を造営

溝がめぐっていたと推定できるが（『紀要２００３』『同
２００４』）、ここでの場合、建物南側の東西溝SD９７８０の溝底

図６９ 藤原宮朝堂院東半部の造営溝 １：２０００
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の標高が７２．２４�（溝肩は７２．５７�）であるのに対して、建
物北側の東西溝SD９６８０の溝肩は７２．０６�（溝底は７１．９０�）
である。この状態ではSD９６８０の溝底を浸した水を外方
に流さない限り、北側では溢れることになる。ただし、
東第六堂での造営溝が埋め立てられた後に建物周囲に敷
設された整地層と礫敷により完全に被覆されていたの
で、埋め立て当時の状態のままで遺存していたのに対し
て、東第二堂の場合は藤原宮廃絶後の削平作用を多少と
も蒙っているために、本来の溝肩が明らかではない。そ
の点を考慮すれば、東第二堂にあっても、その造営溝が
水準を測る溝としての機能を果たしたとみることもでき
るが、確証に欠ける。
また東第六堂と東第二堂相互で比較すると、造営溝の

溝底の標高差は最大で１．２７�の違いがあり、少なくとも
一連の水平面を確保することは不可能であると判断でき
る。また東第三堂の調査では、想定される位置にこの種
の遺構のないことが確認されている（『紀要２００５』）。
以上、「造営溝」が①②双方の機能をもっていたことは

十分に想定できるが、問題点も多く残されているのが現
状であり、今後の調査をまつ必要がある。 （井上和人）

朝堂の建物形態 藤原宮の朝堂としては初めて建物全体
の発掘をおこない、東第六堂とその周囲の遺構を極めて
良好な状態で検出することができた。その結果、古文化
研による戦前における調査所見を訂正することができ
た。これまでの調査では、個々の発掘区の事情もあっ
て、個別に建物形態を復元していくには困難な問題が残
されているが、調査成果を相互に補い合わせて考える
と、以下のように整理できるのではなかろうか。
〈東第一堂〉太政大臣・左大臣・右大臣の座

国政の重要事項を審議する場
＊南北棟入母屋造あるいは寄棟造（四面廂）
＊桁行９間（１１８尺）：身舎１４尺×７間、南北廂各１０尺
梁行４間（４８尺）：身舎１４尺×２間、東西廂各１０尺

＊土間床もしくは磚敷 倚子の使用
＊凝灰岩を用いた基壇外装

〈東第二堂〉大納言・中納言・参議の座
国政を審議する場

＊南北棟切妻造（二面廂）
＊桁行１５間（２１０尺）：身舎１４尺×１５間
梁行５間（４８尺）：身舎１０尺×２間

東西廂各９尺、西孫廂１０尺
むしろ

＊床張建物 席の使用
＊木製基壇？

〈東第三堂〉中務省・図書寮・陰陽寮の官人の座
＊南北棟切妻造（二面廂）
＊桁行１５間（２１０尺）：身舎１４尺×１５間
梁行５間（４８尺）から４間（３８尺）に計画変更

身舎１０尺×２間、東西廂各９尺
＊床張建物 席の使用
＊木製基壇？

〈東第六堂〉民部省・主計寮・主税寮の官人の座
＊東西棟切妻造（二面廂）
＊桁行１２間（１６８尺）：身舎１４尺×１２間
梁行４間（３８尺）：身舎１０尺×２間、南北廂各９尺

＊床張建物 席の使用
＊木製基壇？
上記のようにまとめることができ、東第二堂以下は基

本的に同じような建築様式であったと考えられる。しか
し、細部をみると、若干の相異点も認められる。たとえ
ば基壇を築成する際、石が多数入れられた東第六堂、そ
うではない東第二堂・東第三堂といった相違が認められ
る。また「造営溝」を掘削した東第二堂・東第六堂、掘
削しなかった東第三堂という違いもある。こうした状況
を造営技術の相違の現れであると捉えるならば、後の国
ごとに造営対象を割り当てる「国充て」の源流をみいだ
しうる可能性もあろう。
平安時代の集落の一形態 東第三堂の調査と同様、朝堂の
基壇の高まりを利用して、９世紀頃に屋敷地が形成され
ていたことが判明した。今回、建物群の外側において、
瓦を盛り上げてつくった通路を検出でき、屋敷地どうし
を結んでいたことが考えられる。藤原宮の廃絶後、宮の
一部は荘園となることが知られており（宮所庄、高殿庄、
飛騨庄など）、その集落、もしくは管理施設となる可能性
がある。なかでも「宮所庄」は、藤原宮西北隅部の調査
の際に井戸から出土した木簡によって、「弘仁元年」（８１０
年）・「弘仁二年」に存在していたことがわかっており、
今回検出した遺構と時期的にほぼ重なりあうだけに注目
される。今回検出した平安期の遺構が宮所庄に直接関わ
るかどうかは不明であるが、その可能性を念頭におきな
がら、調査していく必要がある。 （市）
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